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サ
ッ
カ
ー
と
経
営

1次リーグで敗退が決まったスペイン

　
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
サ
ッ

カ
ー
W
杯
。
今
回
の
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
で
は
、

前
回
優
勝
の
ス
ペ
イ
ン
が
予
選
リ
ー
グ
敗

退
に
終
わ
る
と
い
う
波
乱
の
幕
開
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
れ
ほ
ど
圧
倒
的
な
強

さ
を
誇
っ
た
ス
ペ
イ
ン
に
、
一
体
な
に
が

起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
人
や
組
織
と
い
う
の
は
、
一
度
革
新
的

な
方
法
に
よ
っ
て
成
功
す
る
と
そ
の
方

法
こ
そ
が
至
上
の
戦
略
と
信
じ
込
み
、
そ

の
戦
略
を
も
っ
と
確
実
に
う
ま
く
実
行

す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
環
境
は
刻
々
と
変
わ
り

ま
す
し
、
ラ
イ
バ
ル
は
新
た
な
戦
略
を

日
々
考
え
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
過
去
に
は
圧
倒
的
な
勝
者
で
あ
っ
た

組
織
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
や
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
格
下
の
組
織

に
あ
っ
け
な
く
敗
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

経
営
学
で
は
、
こ
う
し
た
現
象
を「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
」と
呼
び
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
は
、
ま
さ
に
こ
の
典
型
的
な
例

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
革
新
的
な
パ
ス
・

サ
ッ
カ
ー
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
世
界
を
制
覇
し
た
チ
ー
ム
は
、
そ
の
パ

ス
・
サ
ッ
カ
ー
へ
の
固
執
に
よ
っ
て
敗
れ

去
っ
た
の
で
す
。

　
日
々
変
化
す
る
環
境
に
お
い
て
過
去

の
成
功
に
縛
ら
れ
ず
常
に
新
し
い
挑
戦

を
続
け
て
い
く
こ
と
だ
け
が
チ
ー
ム
が

勝
ち
続
け
る
唯
一
の
戦
略
で
あ
る
と
い

う
点
で
、
サ
ッ
カ
ー
も
企
業
経
営
も
同
じ

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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校
章
に
は
稲
、鏡
、鵄
が
刻
ま
れ
て
い
る
。稲
は「
知

性
（
知
）」、鏡
は「
徳
（
真
心
）」、鵄
は「
体
（
勇
気
）」

を
意
味
す
る
。
創
立
1
0
0
年
を
超
え
る
高
千
穂
大

学（
藤
井
　
耐
理
事
長
、並
木
雅
俊
学
長
、東
京
都
杉

並
区
）は
、商
学・経
営
学
を
通
し
て
社
会
に
有
為
な
人

材
を
送
り
出
し
て
き
た
。学
風
の
指
針
は
、「
常
に
半
歩

先
立
つ
進
歩
性
」。
学
風
の
目
標
は
、
中
庸
及
び
心
の

交
流
を
大
切
に
す
る「
偏
ら
な
い
自
由
人
」、精
神
的

強
さ
及
び
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な「
気
概
あ
る
常
識
人
」、

他
者
を
配
慮
、思
い
や
り
を
有
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

野
を
持
つ「
平
和
的
国
際
人
」。開
学
以
来
、一
貫
し
て

人
間
形
成
に
重
点
を
お
い
た
私
学
観
と
、実
学
教
育
、

国
際
教
育
は
少
人
数
教
育
に
よ
っ
て
実
現
可
能
で
あ

る
と
し
た
教
育
観
に
基
づ
い
た
教
育
を
行
っ
て
き
た
。

2
0
0
1
年
、経
営
学
部
を
新
設
、大
学
名
も
高
千
穂

商
科
大
学
か
ら
高
千
穂
大
学
と
改
め
、
実
践
的
な
実

学
教
育
が
可
能
と
な
る
コ
ー
ス
制
を
導
入
。「
高
千
穂

大
学
の
主
役
は
学
生
で
す
。就
職
支
援
も
含
め
、理
事

会
、教
員
及
び
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
学
生
の
成
長
を

願
い
、努
力
を
続
け
て
い
ま
す
」と
い
う
理
事
長
に
学

園
の
歩
み
、改
革
、大
学
の
こ
れ
か
ら
、な
ど
を
聞
い
た
。

（
文
中
敬
称
略
）

◉
学
風
の
指
針　

常
に
半
歩
先
立
つ
進
歩
性

　
高
千
穂
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
東
京
都
杉
並
区

の
緑
多
く
閑
静
な
住
宅
地
の
な
か
に
あ
る
。
善
福
寺

川
、杉
並
大
宮
八
幡
宮
に
隣
接
。緑
が
多
く
、自
然
と

文
化
の
調
和
が
と
れ
て
い
る
。
武
道
場
（
大
正
2
年

Ⅱ
、3
年
生
の
ゼ
ミ
Ⅲ
、そ
し
て
4
年
生
の
ゼ
ミ
Ⅳ
の

基
礎
・
基
盤
で
、
高
千
穂
ゼ
ミ
教
育
の
体
系
の
一
つ
を

担
っ
て
い
ま
す
」

　
ゼ
ミ
Ⅰ
で
は
、大
学
生
と
し
て
の
基
礎
的
な
ス
キ
ル

を
学
ぶ
。「
ゼ
ミ
Ⅰ
に
よ
る
発
表
テ
ー
マ
の
決
定
、
調

査
、整
理
、発
表
準
備
な
ど
の
共
同
作
業
を
す
る
こ
と

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
」

　
ゼ
ミ
Ⅰ
担
当
教
員
は
、ゼ
ミ
学
生
一
人
ひ
と
り
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
を
担
う
。「
学
生

が
抱
え
る
様
々
な
問
題
の
早
期
発
見
と
そ
の
対
応
を

図
る
た
め
、年
間
を
通
じ
て
常
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
積
極
的
に
学
生
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」

　
藤
井
は
、「
開
学
以
来
今
日
ま
で
、
伝
統
の
少
人
数

制
教
育
を
堅
持
し
つ
つ
、未
来
を
見
据
え
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
構
築
な
ど
大
学
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。少
人
数
教
育
に
よ
る
暖
か
い
学
園
文
化
の
下
、理

事
会
、教
授
会
、事
務
局
、同
窓
会
、そ
し
て
父
母
の
会

か
ら
構
成
さ
れ
る
五
位
一
体
に
よ
る
学
生
支
援
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
」と
現
状
を
語
る
と
と
も

に
、大
学
の
こ
れ
か
ら
を
述
べ
た
。

◉
家
族
主
義
的
教
育
共
同
体

　「
学
生
の
質
保
証
と
連
動
し
て
、
F
D
活
動
に
よ

る
教
員
の
さ
ら
な
る
教
育
力
の
向
上
、
学
生
の
思
い

を
実
現
さ
せ
、
社
会
に
評
価
さ
れ
う
る
学
生
育
成
の

実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
は
、﹃
家

族
主
義
的
教
育
共
同
体
﹄と
い
う
学
園
文
化
の
下
、

教
職
員
が
日
々
学
生
と
触
れ
合
い
、
学
生
の
成
長
を

願
い
つ
つ
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
傾
注
さ
せ
る
こ
と

だ
と
思
う
」

　
藤
井
は
、家
族
主
義
的
教
育
共
同
体
、少
人
数
教
育
、

五
位
一
体
と
い
う
三
つ
の
言
葉
を
拳
拳
服
膺
し
て
い

る
よ
う
に
語
る
の
だ
っ
た
。

の
渦
中
に
あ
る
現
代
（
い
ま
）、
現
状
を
把
握
し
未
来

を
見
据
え
る
確
か
な
先
見
性
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
有
し
た
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

　
2
0
0
1
年
の
経
営
学
部
開
設
。
経
営
学
部
の
起

業
・
事
業
承
継
コ
ー
ス
は
他
大
学
に
は
あ
ま
り
例
を
み

な
い
特
色
あ
る
コ
ー
ス
。「
経
営
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
講
師
に
招
く
な
ど
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
企

業
の
後
継
者
や
起
業
家
を
育
成
し
ま
す
」

　
2
0
1
1
年
、
経
営
学
部
に
新
た
に
経
営
法
務

コ
ー
ス
を
設
置
。「
現
代
社
会
で
は
、自
社
の
利
益
追

求
に
並
行
し
て
、C
S
R
す
な
わ
ち
、企
業
の
社
会
的

責
任
が
求
め
ら
れ
ら
ま
す
。こ
の
C
S
R
や
企
業
に

か
か
わ
る
法
律
、企
業
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
遵
守
）の
あ
り
方
な
ど
を
学
び
ま
す
」

　
07
年
の
人
間
科
学
部
・
人
間
科
学
科（
人
間
科
学
専

攻・児
童
教
育
専
攻
）の
新
設
。「
創
立
者
の
川
田
鐡
彌

先
生
が
唱
え
た
建
学
の
理
念
で
あ
る﹃
人
格
教
育
﹄を

学
部
教
育
に
お
い
て
実
践
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
設

置
し
ま
し
た
」

　
現
在
、商
学
、経
営
学
、人
間
科
学
の
文
系
3
学
部

に
約
2
0
0
0
人
の
学
生
が
学
ぶ
。
少
人
数
制
を
活

か
し
た
教
育
。
1
年
次
か
ら
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
単
に

専
門
知
識
の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
人
間
形
成
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

◉
ゼ
ミ
Ⅰ
は
必
須
単
位

　
初
年
次
生
は
、
少
人
数
（
10
～
12
人
）ク
ラ
ス
の
ゼ

ミ
Ⅰ
が
必
須
単
位
。「
ゼ
ミ
Ⅰ
は
、
2
年
生
の
ゼ
ミ

築
）は
区
内
最
古
の
木
造
学
校
建
築
と
し
て
杉
並
区

指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
高
千
穂
大
学
は
、1
9
0
3
年
、創
立
者
の
川
田
鐡

彌
が
豊
多
摩
郡
大
久
保
村（
現
在
の
東
京
都
新
宿
区
）

に
開
設
し
た
高
千
穂
尋
常
小
学
校
が
淵
源
だ
。
07
年
、

高
千
穂
幼
稚
園
を
開
園
。09
年
、高
千
穂
中
学
校（
旧

制
）を
開
校
。明
治
大
正
期
に
は
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
商
業
学
校
を
擁
す
る
一
貫
教
育
が
評
判
で
、

上
流
階
級
の
子
弟
が
学
ぶ
名
門
校
だ
っ
た
。

　
1
9
1
4
年
、国
内
初
の
私
立
の
高
等
商
業
学
校

で
あ
る
高
千
穂
高
等
商
業
学
校
（
旧
制
）を
開
校
。
44

年
、
高
千
穂
高
等
商
業
学
校
を
高
千
穂
経
済
専
門
学

校（
旧
制
）に
改
称
。46
年
、杉
並
区
大
宮
町（
現
在
地
）

に
移
転
。高
千
穂
の
由
来
は
、川
田
鐡
彌
が
高
千
穂
小

学
校
と
名
付
け
た
の
が
嚆
矢
。

　
1
9
5
0
年
、新
学
制
の
移
行
に
伴
い
、高
千
穂
商

科
大
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。90
年
、商
学
部
経
営
学
科

を
設
置
。2
0
0
1
年
、高
千
穂
大
学
に
校
名
を
改
称
、

経
営
学
部
を
設
置
。03
年
、創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え

た
。07
年
、人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
を
設
置
し
た
。

　
学
風
の
指
針
は
、1
9
8
1
年
、川
田
鐡
彌
が
朝
礼

で
話
し
た
訓
話
を
、
今
日
的
な
表
現
に
変
え
て
作
っ

た
。
藤
井
が
、「
常
に
半
歩
先
立
つ
進
歩
性
」に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　「
ど
ん
な
状
況
下
に
お
い
て
も
諦
め
る
こ
と
な
く
、

た
と
え
ゆ
っ
く
り
と
で
も
い
い
、前
に
向
か
っ
て
継
続

的
に
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
進
も
う
と
す
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
養
う
こ
と
で
す
。
経
済
社
会
が
激
動

実
践
的
な
実
学
教
育
施
す

コ
ー
ス
制
導
入

少
人
数
教
育

「
五
位
一
体
」で
学
生
支
援

　

平
成
26
年
4
月
23
日︵
水
︶付
、日
本
私
立
大
学

協
会
﹁
教
育
学
術
新
聞
﹂に
本
学
藤
井
理
事
長
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で

御
紹
介
致
し
ま
す
。
尚
、
本
誌
面
の
都
合
上
一
部

省
略
し
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
サ
ッ

カ
ー
W
杯
。
今
回
の
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
で
は
、

前
回
優
勝
の
ス
ペ
イ
ン
が
予
選
リ
ー
グ
敗

退
に
終
わ
る
と
い
う
波
乱
の
幕
開
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
れ
ほ
ど
圧
倒
的
な
強

さ
を
誇
っ
た
ス
ペ
イ
ン
に
、
一
体
な
に
が

起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
人
や
組
織
と
い
う
の
は
、
一
度
革
新
的

な
方
法
に
よ
っ
て
成
功
す
る
と
そ
の
方

法
こ
そ
が
至
上
の
戦
略
と
信
じ
込
み
、
そ

の
戦
略
を
も
っ
と
確
実
に
う
ま
く
実
行

す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
環
境
は
刻
々
と
変
わ
り

ま
す
し
、
ラ
イ
バ
ル
は
新
た
な
戦
略
を

日
々
考
え
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
過
去
に
は
圧
倒
的
な
勝
者
で
あ
っ
た

組
織
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
や
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
格
下
の
組
織

に
あ
っ
け
な
く
敗
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

経
営
学
で
は
、
こ
う
し
た
現
象
を「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
」と
呼
び
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
は
、
ま
さ
に
こ
の
典
型
的
な
例

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
革
新
的
な
パ
ス
・

サ
ッ
カ
ー
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
世
界
を
制
覇
し
た
チ
ー
ム
は
、
そ
の
パ

ス
・
サ
ッ
カ
ー
へ
の
固
執
に
よ
っ
て
敗
れ

去
っ
た
の
で
す
。

　
日
々
変
化
す
る
環
境
に
お
い
て
過
去

の
成
功
に
縛
ら
れ
ず
常
に
新
し
い
挑
戦

を
続
け
て
い
く
こ
と
だ
け
が
チ
ー
ム
が

勝
ち
続
け
る
唯
一
の
戦
略
で
あ
る
と
い

う
点
で
、
サ
ッ
カ
ー
も
企
業
経
営
も
同
じ

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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新 た な 世 界 へ の 旅 立 ち  

みなさんの大学生活を支える事務職員。履修・定期試験、奨学金、資格・留学、大学院、
就職支援などあらゆるシーンで相談にのってくれます。立派な社会人になってもらうためにときに厳しく、

ときに優しく接します。そんな力強い今年入職した新しい事務職員をご紹介します。

学生の皆さんをサポートする熱血お兄さん。

事
務
職
員
紹
介

入試広報部　入試課

山本	純也
学務部　教務課

相馬	大志
学務部　就職支援課

上田	昂

◇大学職員になった理由

　大学に在学中、将来自分は何をしたい
のかで深く悩んだ経験があります。そ
んなとき、相談に乗ってくださったのが、
本学の職員の方でした。その経験もあり、
今度は私自身が学生をサポートしていき
たいと思い、高千穂大学の職員となりま
した。

◇教員・在学生へのメッセージ

　就職支援課の職員として入職したばか
りですが、一日でも早く一人前になれる
ように不撓不屈の精神で精進しています。
就職を志望する学生全員が希望の進路に
つけるよう、全学一体となって手厚い就
職支援に取り組み、社会に有為な人材を
輩出していきたいと考えております。

◇大学職員になった理由

　大学在学中は社会保障政策を専攻し、
インフラなどの基幹産業や官公庁への
就職を当初は志望していました。社会
に対し、有望な人材を輩出していく大学
という教育現場もまた、社会構造の基幹
を支えている場だと思い、現在に至って
います。

◇教員・在学生へのメッセージ

　まだ職務に慣れてなく、至らない点、
分からないことなど多々あり、反省と勉
強の毎日です。日々の業務の中で職員と
して着実に成長していけるよう努めてい
ます。教員の皆様、学生の皆様の本学で
の日々が充実したものとなるように、微
力ながら頑張っていきます。

◇大学職員になった理由

　就職活動で悩んでいたときに親から
言われた「学校関係の仕事が向いている
んじゃない」という一言が決め手になり
ました。大学時代に私が経験したこと
を在学生や高校生に伝えられたら楽し
いだろうなと思い、大学職員を目指しま
した。

◇教員・在学生へのメッセージ

　色々なことに挑めるのが大学というと
ころです。私は大学時代に教員免許取得
を目標にしました。さまざまな苦労を乗
り越え、免許取得を成し得た経験は、大
きな自信となっています。学生の皆さ
んも、何か自分が誇れるモノを１つでも、
大学時代に手に入れられるよう頑張って
みてください。

Administrative 
Staff 

Profi les

上田 昂／東京都出身、高千穂大学
大学院経営学研究科卒業。重量挙
げで10月関東大会に出場予定です。
応援お願いします。

相馬 大志／東京都出身、武蔵大学
経済学部経済学科卒業。趣味は本
や漫画、アニメ、ゲーム、模型、電
子工作、音楽など。

山本 純也／東京都出身、高
千穂大学経営学部経営学科起
業・事業承継コース卒業（川名
ゼミ、スキー部）。 こ の 夏 、

 一 歩
 踏 み 出 そう！
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 こ の 夏 、
 一 歩
 踏 み 出 そう！

春学期が終わると、いよいよ夏休み。あなたはどのように過ごしますか？

在学生の多くがゼミ、部活・サークル、資格取得、留学などに挑戦します。

今号は挑戦する学生をご紹介します。

Part1   部活・サークル編

Part2   学友会、資格取得編

Part3  学生のひと言 ～この夏がんばること～

 踏 み 出 そう！

特集

太
陽
の
光
を
浴
び
て

あ
な
た
が
一
番
輝
く
季
節
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学友会
、資格取

得	編P a r t 2  

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部

ジャズ研究会

自分がこの大学に入ってからまだ一度も予選リーグ

を突破したことがなく悔しい思いをしています。リー

グ戦、入替戦でいい結果を出せるように部員全員で

力を合わせてがんばっていきます！応援よろしくお

ねがいします！

私達ジャズ研究会は次の大きなイベントと

して高千穂祭でのライブを控えています。

この夏の時間を使い、よりジャズについて

の知識を深め、皆が聴いていて印象的で、

楽しくなるようなジャズの演奏ができるよ

う努めます。

商学部　会計コース　3年　
東京都私立実践学園高等学校出身

塚本		晟　

人間科学部　人間科学専攻　3年　
東京都立農業高等学校出身
大関ゼミ　

鴨志田	百合　

今年は新入部員がたくさん入ってくれた

ので、部全体の力を上げて7月13日に行

われる、東都学生剣道大会で団体ベスト

8以上、さらには秋の関東学生剣道選手

権大会での上位を目標に練習に励んでい

ます。練習では全員が自ら攻めることの

できる剣道を目指しています。

部活・サ
ークル	編

主将として個人の結果と
部員の成長を両立する

夏の猛練習で、目指すぞ、
予選リーグ突破！

高千穂祭のライブ、
聴きに来てください！

P a r t 1  

ジャズ研

私達ジャズ研究会は次の大きなイベントと

して高千穂祭でのライブを控えています。

この夏の時間を使い、よりジャズについて

の知識を深め、皆が聴いていて印象的で、

楽しくなるようなジャズの演奏ができるよ

う努めます。

人間科学部　人間科学専攻　3年　
東京都立農業高等学校出身
大関ゼミ　

鴨志田	百合

高千穂祭のライブ、
聴きに来てください！

1

個人の
パフォ

ーンマ
ンスに

よって

結果が
変わる

部活・サ
ークル

全体が
輝くた

めに、こ
の夏さ

らなる

レベル
の向上

を目指
す

剣道部

今年は新入部員がたくさん入ってくれた

ので、部全体の力を上げて7月13日に行

われる、東都学生剣道大会で団体ベスト

8以上、さらには秋の関東学生剣道選手

権大会での上位を目標に練習に励んでい

ます。練習では全員が自ら攻めることの

できる剣道を目指しています。

主将として個人の結果と
部員の成長を両立する

こ
の
夏
に
挑
戦
す
る
部
活
や
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す

バ
ス
ケ
ッ
ト

商学部　会計コース　3年　
東京都私立実践学園高等学校出身

人間科学部　人間科学専攻　3年
神奈川県立津久井浜高等学校出身
松丸啓子ゼミ

藏薗		智寛
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学友会
、資格取

得	編P a r t 2  

高千穂祭
実行委員会

簿記会計研究会

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部ゼミナール

連合本部

実行委員の夏は「不安という山」と代名詞がつくほ

ど不安なことばかりです。第49回高千穂祭は新校舎

の建設に伴い例年以上に多くの変更があり、いつに

も増して大きな山が待ち構えています。この山を乗

り越えることが夏の私たちの使命です。

この夏、私たちは11月の日商簿記検定に向け、日々

の勉強を充実させることが目標です。勉強は個々で

行いますが、部員同士お互いに教えたり教わったり

と、切磋琢磨できるのが簿記研の良い所です。これ

からも協力しあい、資格取得を目指していきたいです。

ゼミナール連合本部は発表会や講習会といったイベ

ントの企画・運営や会議などとても忙しいです。し

かし、その分自分の能力や精神面も成長できると思

います。この夏、仲間といろいろな経験をし、自分

自身を磨いていきたいです。

すべては秋の高千穂祭のため
一歩一歩乗り越えていきます！

11月の試験を目指して
この夏がんばります

多忙な夏をステップに
自分をもっともっと成長させます

資格取
得に向

けた個
人の学

び、

秋のイ
ベント

を成功
させる

ための
準備・活

動

日々知
識や経

験を積
み重ね

、成功を
たぐり

寄せる

からも協力しあい、資格取得を目指していきたいです。

います。この夏、仲間といろいろな経験をし、自分

自身を磨いていきたいです。

成
功
を
手
に
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
様
々
な
活
動
・
準
備

この 夏 、
一歩 踏 み 出 そう！

特 集

ゼミナール連合本部
人間科学部　人間科学専攻　2年
神奈川県私立湘南学院高等学校出身　
竹内淨ゼミ　美術部

入野	聡子　

高千穂祭実行委員会
人間科学部　児童教育専攻　3年
東京都立上水高等学校出身　
染谷ゼミ　

戸田		慎之介　

簿記会計研究会
商学部　会計コース　2年
秋田県立由利高等学校出身　
西山ゼミ　

高橋	由衣

高千穂_vol.48_3校+.indd   6 14.7.24   9:07:29 PM
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学 生 の ひ と 言

			この夏、
がんばること

この夏にかけるそれぞれの想い
資格取得、部活・サークル、学友会活動、インターンシップと

たくさんの声を聞くことができました
あなたはこの夏、何に挑戦しますか？

保育士へ
ラストスパートの夏

人間科学部　人間科学専攻　4年
東京都立田園調布高等学校出身

加藤	絢の

商学部　商学科　1年
東京都私立中央学院大学中央高等学校出身
竹内 淨ゼミ

土信田		幸太

人間科学部　児童教育専攻　3年
神奈川県私立法政大学第二高等学校出身
高千穂祭実行委員会　徳田ゼミ　

青野	幹太

経営学部　企業経営コース　2年
東京都立美原高等学校出身
竹内慶司ゼミ

多田	晴夏

高千穂祭を盛り上げる
最高の準備を夏に

夏はダンスで
新しいジャンルに挑戦

この夏にアメフトで
レギュラーを穫る！

人生初のインターンシップに
チャレンジする、夏！

この夏、行きたい場所

アメリカ

この夏、行きたい場所

シンガポール

この夏、行きたい場所

沖縄

この夏、行きたい場所

海

この夏、行きたい場所

イタリア

P a r t 3  

商学部　商学科　1年
栃木県立宇都宮商業高等学校出身
鈴木啓央ゼミ

森田	祐希

この 夏 、
一歩 踏 み 出 そう！

特 集
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○

学生

　
春
季
リ
ー
グ
で
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
と
い
う
輝
か

し
い
結
果
を
頂
き
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
栄
誉

あ
る
賞
を
手
に
す
る
ま
で
の
道
の
り
は
、
と
て

も
険
し
か
っ
た
で
す
。
リ
ー
グ
戦
前
の
オ
ー
プ

ン
戦
は
、
負
け
が
続
い
て
お
り
決
し
て
チ
ー
ム

の
状
態
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
王
者
創
価
大
と
の
第
１
戦
で

は
、
自
分
の
決
勝
タ
イ
ム
リ
ー
で
勝
利
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
チ
ー
ム
が
ま
と
ま

り
始
め
た
と
思
い
ま
す
。
リ
ー
グ
戦
の
結
果
は

第
5
位
、1
部
残
留
を
決
め
ま
し
た
。

　
嶋
田
監
督
代
行
は
、
開
幕
4
試
合
は
普
段
の

打
撃
か
ら
か
け
離
れ
た
内
容
で
、
本
人
は
焦
り

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
気
持
ち
を
あ
ま
り
表

情
に
出
す
タ
イ
プ
の
選
手
で
は
な
い
の
で
す
が
、

日
々
の
練
習
か
ら﹃
気
づ
き
﹄や﹃
発
見
﹄が
生
ま

れ
、
自
分
の
土
台
と
な
り
自
信
へ
と
繋
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。私
の
中
の
ベ
ス
ト
プ
レ
ー
は
、創

価
大
と
の
1
回
戦
。
9
回
表
2
ア
ウ
ト
、
1–

1

同
点
で
ラ
ン
ナ
ー
3
塁
の
時
、
3
塁
線
へ
の
勝

利
を
決
め
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
バ
ン
ト
で
す
。
本

当
に
絶
妙
で
し
た
。
野
球
を
長
く
や
っ
て
い
て

も
な
か
な
か
目
に
か
か
れ
る
プ
レ
ー
で
は
な
い

の
で
、貴
重
な
も
の
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
秋
季
リ
ー
グ
の
澁
澤
選
手
の
抱
負
を
伺
う
と
、

学
生
野
球
最
後
の
シ
ー
ズ
ン
。
い
ま
ま
で
の
集

大
成
と
し
、
フ
ァ
ン
、
ベ
ン
チ
に
入
れ
な
か
っ

た
選
手
、ス
タ
ッ
フ
、監
督
代
行
、そ
し
て
家
族

に
感
動
を
与
え
る
プ
レ
ー
を
約
束
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
私
た
ち
の
雄
姿
を
観
に
来
て
く
だ
さ
い
！

と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

iK r a r
i

秋のリーグ戦の目標も『Aクラス入り』。4年生は最後
のリーグ戦。今年は春で野球部を離れる選手が1人も
いませんでした。本当に嬉しいです。いい形で送り出
してあげたいと思います。野球ができる事、1部で戦
える事に感謝し、たくさんの方に応援して頂けるよう
頑張って参ります（嶋田監督代行）。

練習の合間に撮影したツーショット。とても素敵な笑顔を見
せてくれました。

　高千
穂大学

で光り輝
く

澁澤は責任感が非常に強く、練習日には人一倍バットを
振っていました。そこでバッティングのヒントを掴み、
リーグ戦後半で爆発的な活躍をし、ベストナインの受賞
へと繋がったと思います。澁澤、おめでとう！

監督代行からの

メ ッ セ ー ジ

硬
式
野
球
部
の
澁
澤
選
手
が
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
出
！

硬式野球部　監督代行
1979年日本ハムファイターズ
（現、北海道日本ハムファイターズ）入団
2006年高千穂大学硬式野球部コーチ就任

嶋田	信敏

秋季リーグ戦も
応援よろしく
お願いします！

平
成
26
年
東
京
新
大
学
野
球
連
盟
1
部
春
季
リ
ー
グ
戦
の
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、

本
学
澁
澤
麻
衣
弥
外
野
手
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
澁
澤
選
手
と
嶋
田
監
督
代
行
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

経営学部　企業経営コース　4年
東京都私立関東第一高等学校出身
渡辺ゼミ

澁澤		麻衣弥さん
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玉
田
　
私
は
海
外
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、海
外
に
拠
点
を
置
く
企
業
で
、

業
務
を
通
じ
て
モ
ノ・サ
ー
ビ
ス
や
業
界
の
知

識
を
得
て
付
加
価
値
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
会

社
と
い
う
軸
で
探
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
当

該
業
界
で
内
定
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

就
職
試
験
で
は
敢
え
て
海
外
希
望
を
表
に
出

さ
ず
、
入
社
後
の
働
き
を
会
社
に
評
価
さ
れ

る
こ
と
で
海
外
に
赴
任
さ
せ
て
も
ら
う
心
構

え
で
臨
み
ま
し
た
。海
外
で
働
く
場
合
、商
社

や
直
接
外
資
系
企
業
に
就
職
す
る
な
ど
色
々

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

玉
田
　
私
は
留
学
を
通
し
て
築
い
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
留
学
後
も
継
続
し
、
世
界
中
の
人

脈
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
留
学
中
は
趣
味
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

を
通
じ
て
話
の
合
う
友
達
を
た
く
さ
ん
作
り
、

今
で
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
交
流
を
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
な
の

で
、
コ
ー
ヒ
ー
の
文
化
や
カ
ス
タ
マ
ー
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

も
学
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
留
学
し
ま
し
た
。

阿
部
　
私
は
英
語
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
思
っ

て
留
学
を
し
ま
し
た
。
で
も
結
局
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
伝
わ

る
範
囲
内
に
甘
ん
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
あ

ま
り
成
果
が
で
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
分
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
上
が
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

先
輩
か
ら
後
輩
に
こ
れ
だ
け
は

伝
え
て
お
き
た
い
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

玉
田
　
語
学
の
勉
強
は
話
す
こ
と
が
大
事
で

す
。
与
え
ら
れ
た
課
題
を
こ
な
す
こ
と
は
重

要
で
す
が
、そ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
部
屋

の
外
に
出
て
人
と
関
わ
り
、
話
す
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
最
初
は
金
曜
の
夕
方
に
A
E
I

主
催
で
や
っ
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
ア
ワ
ー
が
お

薦
め
で
す
。
絶
対
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
次

に
寮
の
友
達
に
パ
ー
テ
ィ
ー
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
う
の
が
ベ
タ
ー
で
す
。
ま
た
、
ア
メ

阿
部
　
私
は
海
外
志
望
で
の
就
職
活
動
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
食
品
関
係
で
内
定
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
留
学
経
験
は
と
て

も
役
に
立
ち
ま
し
た
。
大
事
な
の
は
留
学
し

た
こ
と
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
留
学
し
て
ど

ん
な
こ
と
を
得
た
か
を
ど
こ
で
も
聞
か
れ
ま

す
。こ
こ
が
重
要
で
す
。

留
学
先
で
の
友
達
は
ど
う
や
っ
て

作
り
ま
し
た
か
？

玉
田
　
週
末
に
A
E
I（
オ
レ
ゴ
ン
大
学
付

属
語
学
学
校
）主
催
の
留
学
生
向
け
の
コ
ー

ヒ
ー
ア
ワ
ー
と
い
う
パ
ー
テ
ィ
ー
、
寮
の
友

達
と
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
か
け
た
り
し

ま
し
た
。
平
日
は
課
題
を
こ
な
す
の
で
精
一

杯
な
の
で
勉
強
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
友

達
を
作
っ
た
人
も
い
ま
す
。
週
2
・
3
回
集

ま
っ
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を

企
画
も
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
研
修
生
の
皆
さ
ん
は

何
を
や
り
た
い
で
す
か
？

五
十
嵐
　
N
B
A
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試

合
を
見
て
き
た
い
で
す
。私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
の
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
お
願
い
し
て
み
ま
す（
笑
）。

土
渕
　
ま
ず
、
友
達
を
た
く
さ
ん
作
り
、
そ

れ
か
ら
私
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
な
の
で
ア
メ
フ
ト
強
豪
校
のO

regon	

D
ucks

の
観
戦
を
し
た
い
で
す
。
願
わ
く
ば

D
ucks

の
メ
ン
バ
ー
と
交
流
し
た
い
で
す
。

桑
原
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
の
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い
で
す
。

ア
メ
リ
カ
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
識

が
高
い
と
聞
い
た
の
で
そ
う
い
っ
た
空
気
に

触
れ
た
い
で
す
。　

松
岡
　
私
は
ま
ず
は
英
語
の
勉
強
を
頑
張
っ

て
、
友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
そ
の
友
達

と
一
緒
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
行
き
た
い
で
す
。

桶
田
　
私
は
高
校
ま
で
野
球
を
や
っ
て
い
た

の
で
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
試
合
を
見
た
い

で
す
。

昨
年
先
輩
た
ち
は
何
を
や
り
た
い
と

思
っ
て
留
学
し
た
の
で
す
か
？

海
外
留
学
で

や
り
た
い
こ
と

や
れ
た
こ
と

昨
年
度
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
大
学
に
留
学
し
た
先
輩
た
ち
か
ら
、

今
年
留
学
す
る
学
生
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

先
輩
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
留
学
に
向
き
合
い
、

今
に
活
か
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

海外留学

留
学
経
験
を
ど
の
よ
う
に

就
職
活
動
に
活
か
し
ま
し
た
か
？
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リ
カ
に
着
い
て
す
ぐ
は
現
地
の
生
の
英
語

は
聞
き
取
れ
な
い
で
す
が
、
絶
対
に
そ
こ
で

Y
es

を
連
発
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。Speak	

m
ore	slow

ly

～
な
ど
、
聞
き
取
れ
な
い
か

ら
も
っ
と
簡
単
な
英
語
で
言
っ
て
と
主
張
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

阿
部　

私
が
よ
く
使
っ
た
言
い
回
し
は

I	w
anna

～
。
こ
れ
で
何
か
を
し
た
い
ん
だ

な
と
分
か
っ
て
も
ら
え
ま
す
よ
（
笑
）。

玉
田
　
自
分
を
積
極
的
に
出
し
た
方
が
い
い

で
す
。
ア
ジ
ア
人
は
個
性
が
な
い
と
よ
く
言

わ
れ
た
の
で
縮
こ
ま
ら
ず
に
自
分
を
出
し
た

方
が
よ
い
で
す
。
と
に
か
く
大
学
に
カ
フ
ェ

が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
こ
で
友
達
と
話

す
と
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
か
し
て
友
達

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
英
会
話
も
上
達
し

て
い
き
ま
す
。
注
意
し
た
い
の
は
日
本
人
同

士
で
集
ま
ら
な
い
こ
と
で
す
。

阿
部
　
み
ん
な
で
外
国
人
の

友
達
を
シ
ェ
ア
す
る
と
い
い
で

す
。
日
本
人
数
人
の
中
で
も
1

人
外
人
の
友
達
が
い
る
と
日
本

人
同
士
で
も
英
語
を
話
す
こ

と
に
な
る
の
で
、
友
達
に
な
っ

た
人
を
お
互
い
ど
ん
ど
ん
紹
介

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
研
修
生
か
ら
一
人
ず
つ

抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

桶
田
　
私
は
今
回
が
初
め
て
の
海
外
で
す
が
、

た
く
さ
ん
話
し
て
遊
ん
で
友
達
を
作
っ
て
、

英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

松
岡
　
私
も
海
外
が
初
め
て
な
の
で
、
頑

張
っ
て
英
語
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
帰
っ

て
き
た
い
で
す
。

桑
原
　
今
年
の
春
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
2
ヵ
月

行
き
ま
し
た
が
、
今
回
も
先
輩
た
ち
の
話
を

参
考
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

土
渕
　
海
外
経
験
は
何
度
か
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
大
学
の
海
外
研
修
な
の
で
勉
強
は

し
っ
か
り
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
で
も
遊

ぶ
と
こ
ろ
は
遊
ぶ
と
い
う
気
持
ち
で
頑
張
り

ま
す
。

五
十
嵐
　
海
外
研
修
の
先
輩
た
ち
が
築
き
上

げ
て
き
た
信
頼
を
崩
す
こ
と
な
く
、
よ
り
一

層
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
、
や
れ
る
こ

と
は
精
一
杯
や
っ
て
き
ち
ん
と
大
学
生
活
を

終
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
は
リ
ー
ダ
ー
な
の
で
、
し
っ
か
り

と
後
輩
た
ち
を
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
（
新
旧
I
B
C
S
学

生
座
談
会　

平
成
26
年
6
月
19
日
実
施
）。

自
ら
の
個
性
を
積
極
的
に
だ
す

こ
れ
が
重
要
（
玉
田
さ
ん
）

◉
今
回
の
座
談
会
に
参
加
さ
れ
た
生
徒

これから留学をする学生と、経験
をして帰ってきた学生達。最初
は緊張した面持ちでしたが、海外
への意識がある学生同士、すぐ
に打ち解け会話の途切れること
のない座談会となりました。

海外研修・IBCS 委員長

本学は留学プログラムを開始してから現在まで、
アメリカ、中国・台湾に約600名の学生を派遣し
ています。この数字は「平和的国際人」の学風の
目標を汲み、外国の言語や文化に触れ、他の国々
からの留学生との交流を通して人間的に成長し、
立派な社会人として活躍を願う大学の親心と言
えると思います。留学経験は人生観、価値観を、
強いては運命を変える大きなエネルギーを有して
います。今の自分を捨てて、新しい未来に翔ぶが
如く、グローバルな視野に立った国際的人格者と
なる機会を見逃さないで下さい。「道の為に来れ」。

商学部　マーケティングコース　2年
神奈川県私立横浜高等学校出身
高千穂祭実行委員会
庄司ゼミ　

桶田	祐史

商学部		教授

佐藤	考一　

経営学部　企業経営コース　2年
東京都私立目黒学院高等学校出身
アメリカンフットボール部
降籏ゼミ

土渕	優大

人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都立墨田川高等学校出身
高千穂祭実行委員会
齋藤ゼミ　

松岡	美楓

商学部　マーケティングコース　3年
埼玉県立八潮南高等学校出身
佐藤ゼミ

桑原		豊

経営学部　企業経営コース　4年
東京都立調布南高等学校出身
バドミントン愛好会
竹内慶司ゼミ

阿部	憲史

商学部　金融コース　4年
東京都立日本橋高等学校出身
学友会本部　簿記会計研究会
楠美ゼミ　

五十嵐		健

経営学部　企業経営コース　4年
石川県私立星稜高等学校出身

玉田	曜一郎　
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私は副ゼミ長としてゼミの中心となり活
動していて、とても日々が充実しています。
誰かがやってくれるという受け身な姿勢で
はなく、みんながそれぞれ主体となり活動
しているゼミです。

倉茂ゼミは日商簿記2級を目標とする者が
多いため、先生がいつも簿記を教えてく
れます。私も取得を目指す1人だったので、
ゼミに入り勉強できることがとてもうれし
いです。今は残りの学生生活の中で、ゼミ
活動をより充実させたいという強い思いを
持っています。

私達倉茂ゼミはグループに分かれ
て財務会計について調査し、それ
ぞれが発表を通して学んでいます。
また、希望者はサブゼミで日商簿
記2級の講義を受講することもで
きます。簿記や会計について興味
があるなら、倉茂ゼミをお勧めし
ます。

倉茂ゼミは少人数のゼミナールな
ので、先生は学生一人ひとりのこ
とをよく見ていてくれます。個々
の進捗状況や理解度にあった指導
をしてくれるので、とても嬉しい
です。また、先生は明るくゼミ生
に接してくれるので、私たちはい
つも楽しい時間を過ごしています。

茂
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
企
業
会
計
の
財
務

会
計
を
班
毎
に
分
か
れ
て
研
究
発
表

を
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
３
班
に
分
か
れ
、

各
班
7
名
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
6
月
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー

マ
は
、「
固
定
資
産
の
減
損
会
計
」、「
外
貨
換
算

会
計
」そ
し
て
「
リ
ー
ス
会
計
」で
し
た
。
各
班
、

発
表
の
準
備
に
数
週
間
か
け
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
発
表
を
行

い
、
他
の
班
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
質
疑
を
も
と

に
討
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
ま
た
別

の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
夏
合
宿
で
は
、

11
月
の
ゼ
ミ
発
表
会
に
向
け
て
の
中
間
発
表
と
、

上
述
し
た
内
容
と
同
様
、
討
議
を
行
い
、
本
番

に
向
け
て
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
財
務
会
計
は
会
計
基
準
を
も
と
に
正
し
い
会

計
処
理
と
会
計
報
告
書
を
作
成
し
、
外
部
の
関

係
者
に
伝
達
す
る
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
会
計
基
準
が
１
９
９
０
年
代
の

会
計
ビ
ッ
グ
バ
ン
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、

従
来
の
会
計
基
準
を
見
直
し
て
改
正
さ
れ
た
り
、

従
来
は
存
在
し
な
か
っ
た
新
し
い
会
計
基
準
が

次
々
と
公
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
つ
ね
に
新
し

い
文
献
や
雑
誌
論
文
に
目
を
通
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
２
年
生
は
財
務
会
計
の
構
造
を
十
分
理
解

で
き
て
い
な
い
の
で
大
変
で
す
が
、
３
年
生
の

リ
ー
ド
で
、
各
メ
ン
バ
ー
が
協
力
し
て
頑
張
っ

て
資
料
作
成
を
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
内
容

は
、
２
年
生
の
授
業
科
目
の
財
務
会
計
論
Ａ
・

Ｂ
で
学
び
、
以
前
は
２
年
生
だ
け
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
を
も
っ
て
い
た
時
は
、
簿
記
の
２
級
の
勉
強

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
数
年
前
か
ら
２
年
生

と
３
年
生
が
一
緒
の
ゼ
ミ
に
な
っ
た
た
め
、
簿

記
の
２
級
の
勉
強
は
サ
ブ
ゼ
ミ
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
会
計
ゼ
ミ
な
の
で
、
最
低
で
も
簿

記
２
級
の
資
格
は
得
て
欲
し
い
か
ら
と
、
会
計

基
準
を
学
ぶ
に
も
２
級
は
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　
倉
茂
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
今
年
で
40
期
生
が
入
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
１
０
０
０
名
を
超

え
る
卒
業
生
が
お
り
、
経
理
部
門
だ
け
で
は
な

く
、
様
々
な
業
種
で
活
躍
し
て
お
り
、
頼
も
し

く
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

TAKACHIHO 
SEMINAR

Close Up! 

A  s t u d e n t ' s  v o i c e  

倉茂ゼミ松丸修三ゼミ
企業の通信簿を作成するには
会計基準を理解すること

ゼミナール
紹介

倉

商学部
教授

倉茂	道徳

商学部　会計コース　3年
東京都立日野高等学校出身

門倉	舞緒　

商学部　会計コース　3年
東京都立本所高等学校出身

熱田	美帆

商学部　会計コース　2年
東京都私立保善高等学校出身

石田	拳也　

商学部　会計コース　2年
東京都私立大東学園高等学校出身

木下	義雄
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松丸ゼミは、ゼミ発表会への準備、
教員採用試験に向けての勉強に励
んでいます。私は教員になること
が夢だったので、和やかな雰囲気
の中で気を張ることなく頑張れ
ると思い、このゼミに入りました。
先生は教育界で大変偉い先生です
が、ゼミ生にはお茶目な一面も見
せてくれます。

１年の時に松丸先生の授業を履修
していて先生の雰囲気にひかれ、
進級してからも先生のもとで学び
たいと思いました。ゼミはアット
ホームで気持ちが和みます。先生
はいつも笑顔が素敵で、黒板に書
く字がとてもきれいです。美味し
い栗どら焼をごちそうしてくれる
こともあります。

将来の夢を小学校教員と決めてい
る私にとって、最も夢を実現させ
る力になってくれる先生だと思い
松丸ゼミに入りました。私は現在、
ゼミ長を務めており、みんなで教
員採用試験を突破できるように頑
張ります！松丸先生の何事も教え
すぎずにゼミ生の道しるべとなっ
てくれるところが好きです。

将来、教員になった時に活かせる
ように松丸ゼミに入りました。ゼ
ミで研究を進めると、現在の教育
現場では「いじめ」などの様々な
問題があります。将来の自分と教
育につながる題材なので、とても
やりがいがあります。先生はとて
もアグレッシブで情熱的です！

の
ゼ
ミ
に
い
る
学
生
の
多
く
が
、
教
員

免
許
状
を
取
得
し
て
学
校
の
教
員
に

な
る
、と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し

た
事
情
か
ら
、
私
の
ゼ
ミ
で
は
、こ
れ
ま
で
、
登

校
拒
否
、学
級
崩
壊
、学
力
低
下
、教
育
格
差
な

ど
、
小
・
中
・
高
の
教
育
に
関
わ
る
様
々
な
問
題

を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
学
生
た
ち
と
相
談
し
て
、
学
校

教
育
上
の
一
問
題
で
あ
る
、
子
ど
も
た
ち
の
い

じ
め
に
つ
い
て
共
同
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
尾
木
直
樹
さ
ん
（
尾
木
マ
マ
）の

﹃
い
じ
め
問
題
を
ど
う
克
服
す
る
か
﹄（
岩
波
新

書
）や
森
田
洋
司
さ
ん
の
﹃
い
じ
め
と
は
何
か
﹄

（
中
公
新
書
）を
読
ん
で
議
論
を
し
た
り
、
昨
年

公
布
さ
れ
た
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」の

内
容
を
調
べ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ン
ク
シ
ャ

ツ
デ
ー
・
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
（
ピ

ン
ク
の
シ
ャ
ツ

を
着
て
い
た
た

め
に
い
じ
め
を

受
け
た
あ
る
男

の
子
に
ち
な
み
、

参
加
者
が
ピ
ン

ク
の
シ
ャ
ツ
を

着
て
「
い
じ
め
の
仲
裁
・
防
止
」を
訴
え
る
運

動
）を
紹
介
し
て
い
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
学
び
の
結
果
と
し
て
、
①
日
本
の

子
ど
も
は
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
進
学
し
、

し
か
も
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
い
じ
め
を

「
仲
裁
」す
る
者
の
割
合
が
減
り
、
た
だ
「
傍
観
」

し
て
い
る
者
の
割
合
が
増
え
る
、
そ
の
「
傍
観
」

組
の
割
合
は
中
３
で
６
割
に
も
達
す
る
（
＊
オ

ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
子
ど
も
は
、
中
学
生
に

な
る
と
反
対
に
「
仲
裁
」者
の
割
合
が
増
え
る
）、

②
一
方
、
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
日
本
の
子
ど

も
は
、
他
の
子
ど
も
が
仲
裁
し
て
く
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
、
③
し
た
が
っ
て
、
い
じ
め
の

初
期
段
階
で
、
他
の
子
ど
も
が
仲
裁
者
と
な
っ

て
適
切
に
介
入
す
れ
ば
、
い
じ
め
が
深
刻
な
状

態
に
至
る
前
に
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

あ
る
、と
い
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
い
じ
め
に
気
が
つ
い
た
ら
す
ぐ
「
仲

裁
」す
る
よ
う
な
子
ど
も
に
教
育
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
、
私
の

ゼ
ミ
の
学
生
が
い
ま
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
い

る
問
題
で
す
。
ガ
ン
バ
レ
！！

A  s t u d e n t ' s  v o i c e  

松丸修三ゼミ
教育の世界（いじめ、
不登校など）がテーマ

私

人間科学部
教授

松丸	修三

人間科学部　児童教育専攻　3年
埼玉県川口市立川口総合高等学校出身
和弓部　

玉木	絢華	

人間科学部　児童教育専攻　3年　
東京都立杉並総合高等学校出身

宮﨑	雅恵

人間科学部　児童教育専攻	　2年	
奈良県私立飛鳥未来高等学校出身

三ヶ田		萌　

人間科学部　児童教育専攻　2年
神奈川県立相模原総合高等学校出身
ダンス愛好会　

髙橋	敦也　

熱心に1人ひとりを指導する松丸先生。

高千穂_vol.48_3校+.indd   12 14.7.24   9:10:21 PM



　  142014/7  Vol.48

ご当地

日  時 行　事　名 ポイント
7月 15日（火） 10：40～ 12：10 就活準備講座 ビジネスマナー編 ビジネスマナーの基礎を習得する

9月 30日（火）
10：40～ 12：10

就活入門講座

秋のキャリアガイダンス 就活の流れを再確認

13：00～ 14：30 自己分析 ･ 自己ＰＲ編 自分の強みを考える

10月 7日（火）
10：40～ 12：10 エントリーシート ･ 履歴書（入門編） 自分の強みの表現方法を学ぶ

13：00～ 14：30 エントリーシート ･ 履歴書（実践編） エントリーシートを実際に書いてみる

日  時 行　事　名 対象 ポイント
10月 14日（火） 10：40～ 12：10 第２回 SPI 模擬テスト 希望者 筆記試験の実力を確認する

学
内
選
抜
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

就職活動
情報局

TAKACHIHO

Information

　

本
学
で
は
学
内
に
お
い
て
、
厳
正
な
る

選
考
を
行
う
「
学
内
選
抜
型
」の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
夏
休
み
を
利
用
し
て
実
施

し
て
お
り
、
今
年
で
5
年
目
を
迎
え
ま
す
。

初
年
度
は
6
企
業
11
名
で
実
施
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
現
在
で
は
19
企
業
1
団
体
、
35

名
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　

学
内
選
抜
の
特
徴
は
た
だ
企
業
に
派
遣

す
る
の
で
は
な
く
、事
前
・
事
後
指

導
の
研
修
を
し
っ
か
り
行
う
と
こ

ろ
で
す
。
履
歴
書
の
書
き
方
や
企

業
研
究
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
ま
で

実
際
に
就
職
活
動
で
必
要
な
こ
と

を
事
前
指
導
で
し
っ
か
り
と
学
び

ま
す
。
ま
た
事
後
指
導
で
は
実
習

を
振
り
返
る
と
共
に
報
告
書
の
作

成
と
報
告
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
就
職
活
動
対
策
に
と
て
も

有
効
で
す
。
そ
の
た
め
一
昨
年
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
実

習
生
の
就
職
率
は
1
0
0
％
、
昨

年
参
加
し
た
現
4
年
生
も
順
調
に

内
定
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
実
習
に
向
け
て
準
備

も
大
詰
め
で
す
。
7
月
に
は
実
際

に
企
業
へ
学
生
自
ら
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
、

事
前
の
挨
拶
に
伺
い
、
い
よ
い
よ
8
月
か

ら
本
番
で
す
。
ひ
と
つ
で
も
多
く
の
こ
と

を
吸
収
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
実
習
に
励

み
、
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

【3年生全対象】

【特定学生向け】

学内選抜インターンシップ
事前指導・事後指導スケジュール

平成26年度 就職活動支援行事一覧 【7～10月分】

3
年
生
を
対
象
と
し
、

今
年
度
も
実
施

受入企業　企業・団体名
1 SMBC日興証券株式会社 11 株式会社中萬学院

2 株式会社小田急トラベル 12 株式会社東計電算

3 株式会社小田急リゾーツ 13 日電工業株式会社

4 株式会社オンワード樫山 14 ネッツトヨタ神奈川株式会社

5 株式会社河内屋 15 橋本産業株式会社

6 株式会社紀伊國屋書店 16 株式会社パレスエンタープライズ

7 京王観光株式会社 17 フジモトHD株式会社

8 サミット株式会社 18 株式会社文化堂

9 杉並区 19 リゾートトラスト株式会社

10 西武信用金庫 20 前田建設工業株式会社

※日程は変更となる場合がございます。求人Navi・学内掲示にてご確認ください。

事前指導

第1回　6月10日（火）先輩による実習紹介/
　　　　　　　　　  履歴書作成
第2回　6月17日（火）実習企業研究

第3回　6月24日（火）ビジネスマナー（基礎編）/
　　　　　　　　　  日誌の書き方
第4回　7月15日（火）ビジネスマナー（実践編）

事後指導・報告会
第1回　10月14日（火）実習の振り返り/報告書作成

第2回　11月17日（月）実習報告会リハーサル

第3回   12月 1日（月）インターンシップ実習報告会

しっかり学び、
就職活動に活かしたい

商学部　会計コース　3年
石川県私立遊学館高等学校出身
西山ゼミ

木下 綾乃

憧れの会社で知識を
吸収する

商学部　金融コース　3年
東京都立向丘高等学校出身
楠美ゼミ

橋野 美咲

大学の代表として
頑張る

経営学部　企業経営コース　3年
神奈川県私立横浜商科大学高
等学校出身
薗部ゼミ

小林 和生

理想の公務員像を
追求したい

商学部　会計コース　3年
栃木県立鹿沼商工高等学校出身
硬式庭球部
西山ゼミ

鈴木 勇将

社会人としての
能力を磨く

経営学部　起業・事業承継コース　3年
茨城県立水戸商業高等学校出身
学友会本部、ゼミナール連合本部
大島ゼミ

大曽根  祐輝
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高千穂大学

在学生の出身地を、北海道・東北、関東甲信越、
中部・東海・関西、中四・九州・沖縄の
4ブロックに分け、それぞれのご当地を紹介します。
今回は北陸甲信越を紹介します。

経営学部　企業経営コース　3年
新潟県立新潟江南高等学校出身
藤芳ゼミ

河合	貴大

新潟県出身

新潟県は「コシヒカリ」、そして「越
乃寒梅」や「八海山」などの日本酒が
全国的に有名です。また、夏は長岡ま
つりの大花火大会、冬はスキー、そ
して佐渡島の佐渡金山など観光・レ
ジャーに適したイベントやスポットが
とても多いです。ぜひ一度新潟までお
越しください！

B級グルメの「イタリアン」です。
イタリアンとは、自家製の太麺と野
菜を炒めて、ウスターソースで味付
けした焼きそばにトマトソースを
かけたものです。

村上市にある笹川流れです。約
11kmの海岸線で日本百景に選定さ
れています。ここから眺められる
粟島と日本海の夕日は絶景です。

米にお酒に花火にスキー
見どころ味どころいっぱいです

◀おすすめスポット

◀おすすめグルメ

商学部　商学科　1年
栃木県立宇都宮商業高等学校出身
庄司ゼミ

荒井	瑠夏

栃木県出身

栃木県は自然に恵まれた歴史の深い場
所です。特に有名な日光東照宮は「見
ざる言わざる聞かざる」の三猿など、
日本人だけでなく外国の方にも人気で
す。他にも宇都宮餃子や益子焼、鬼怒
川温泉など様々な魅力があります。ぜ
ひ栃木県に遊びに来てください！

栃木県は生産量日本一のいちご王
国です。「とちおとめ」は味が甘く、
果肉が柔らかくジューシーさが特
徴で、日本を代表する人気品種です。

日光にある東武ワールドスクウェ
アはオススメです。世界中の遺跡
や建築物が25分の1に縮小再現さ
れ、世界建築博物館として一堂に集
まっています。

東照宮のある日光はもちろん
魅力あふれる場所です

◀おすすめスポット

◀おすすめグルメ

人間科学部　人間科学専攻　2年
石川県私立星稜高等学校出身
木村ゼミ

一林	ナナ

石川県出身

石川県は、山や海などに囲まれた住み
やすい場所です。また、ひがし茶屋街
などの情緒あふれる町並みと、21世紀
美術館などの近代的な町並みの対照的
な景色を味わえます。他にもたくさん
温泉地があるので、湯巡りもおすすめ
です。

能登牛や加賀野菜などおいしいも
のがありますが、なかでも海産物は
とても新鮮です。近江町の市場に
は、おいしいお刺身や海鮮丼が食べ
られます。

オススメは兼六園です。水戸の偕
楽園、岡山の後楽園とともに日本の
三名園と称されています。四季に
よって見える景色が違うのでとて
も美しいです。

もうすぐ新幹線が開通です
ぜひ石川県に来てください！

◀おすすめスポット

◀おすすめグルメ

人間科学部　児童教育専攻　1年
山梨県立富士河口湖高等学校出身
長谷川ゼミ

渡辺	貴博

山梨県出身

	山梨県は自然豊かでゆっくりと落ち
着くことが出来る所です。富士五湖や
八ヶ岳、さらには世界遺産に登録され
た富士山を間近で見ることができます。
また水も美味しいので食材はもちろん、
料理もとても美味しいです。皆さんも
ぜひ山梨に足を運んでみてください！

 私の住んでいる富士吉田の名物「吉
田のうどん」。コシがとても強く、
食べ応えがあります。付け合わせ
に薬味を添えるとより一層美味し
くなります！

 甲府市にある昇仙峡です。そびえ
立つ山々や壮大な岩肌は見るだけ
で圧倒されます。さらに四季ごと
に変化する木々も見事に美しいで
す。

世界遺産・富士山の麓
うどんも四国に負けてません

◀おすすめスポット

◀おすすめグルメ

ご当地
自慢

私たちのふるさとを
紹介します

新潟県

石川県
栃木県

山梨県

石川県
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平 成 25  年  度

■資金収支計算書（別表１）� （単位：千円）

支出の部 収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成25年度 平成24年度 増減 平成25年度 平成24年度 増減

人件費支出 1,430,936 1,434,579 △ 3,643 学生生徒等納付金収入 2,159,477 2,271,927 △ 112,450
教育研究経費支出 495,194 478,420 16,774 手数料収入 32,259 37,369 △ 5,110
管理経費支出 189,967 179,371 10,596 寄付金収入 10,283 6,893 3,390
借入金等利息支出 2,006 2,820 △ 814 補助金収入 222,463 248,857 △ 26,394
借入金等返済支出 64,440 64,440 0 資産運用収入 115,648 97,781 17,867
施設関係支出 123,397 58,581 64,816 資産売却収入 23,812 722,622 △ 698,810
設備関係支出 64,926 123,091 △ 58,165 雑収入 131,693 127,064 4,629
資産運用支出 1,716,596 1,645,188 71,408 前受金収入 928,464 1,007,799 △ 79,335
その他の支出 67,597 73,048 △ 5,451 その他の収入 1,410,466 601,951 808,515
資金支出調整勘定 △ 51,161 △ 49,737 △ 1,424 資金収入調整勘定 △ 1,130,766 △ 1,179,685 48,919
次年度繰越支払資金 5,023,779 5,223,878 △ 200,099 前年度繰越支払資金 5,223,878 5,291,101 △ 67,223
支出の部合計 9,127,677 9,233,679 △ 106,002 収入の部合計 9,127,677 9,233,679 △ 106,002

■消費収支計算書（別表２）� （単位：千円）

消費支出の部 消費収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成25年度 平成24年度 増減 平成25年度 平成24年度 増減

人件費 1,415,748 1,434,044 △ 18,296 学生生徒等納付金 2,159,477 2,271,927 △ 112,450
教育研究経費 767,459 739,294 28,165 手数料 32,259 37,369 △ 5,110
管理経費 213,146 204,834 8,312 寄付金 12,561 8,610 3,951
借入金等利息 2,006 2,820 △ 814 補助金 222,463 248,857 △ 26,394
資産処分差額 22,460 54,538 △ 32,078 資産運用収入 115,648 97,781 17,867
徴収不能額 305 685 △ 380 資産売却差額 610 0 610
消費支出の部合計 2,421,124 2,436,215 △ 15,091 雑収入 131,693 127,064 4,629
当年度消費収支差額 17,722 74,971 △ 57,249 帰属収入合計 2,674,711 2,791,608 △ 116,897
翌年度繰越消費収支差額 1,767,786 1,750,064 17,722 基本金組入額 △ 235,865 △ 280,422 △ 44,557

消費収入の部合計 2,438,846 2,511,186 △ 72,340

■貸借対照表（別表３）� （単位：千円）

資産の部 負債・基本金・消費収支差額の部

科　　目
金　額

科　　目
金　額

平成25年度 平成24年度 増減 平成25年度 平成24年度 増減
固定資産 13,373,379 13,182,469 190,910 固定負債 706,929 766,557 △ 59,628

有形固定資産 6,728,737 6,843,486 △ 114,749 長期借入金 88,880 133,320 △ 44,440
土地 1,155,093 1,155,093 0 退職給与引当金 618,049 633,237 △ 15,188
建物 3,788,588 3,929,509 △ 140,921 流動負債 1,080,642 1,191,015 △ 110,373
機器備品 261,443 321,541 △ 60,098 短期借入金 44,440 64,440 △ 20,000
図書 1,339,057 1,320,331 18,726 前受金 928,464 1,007,799 △ 79,335
その他 184,556 117,012 67,544 その他 107,738 118,776 △ 11,038

その他の固定資産 6,644,642 6,338,983 305,659 負債の部合計 1,787,571 1,957,572 △ 170,001
施設関係引当特定資産 2,696,840 2,630,440 66,400 基本金 15,139,212 14,903,347 235,865

育英基金引当資産 743,442 720,850 22,592 第１号基本金 11,502,930 11,356,051 146,879
退職給与引当特定資産 612,000 632,780 △ 20,780 第２号基本金 2,696,840 2,630,446 66,394
その他 2,592,360 2,354,913 237,447 第３号基本金 743,442 720,850 22,592

流動資産 5,321,190 5,428,514 △ 107,324 第４号基本金 196,000 196,000 0
現金預金 5,023,779 5,223,878 △ 200,099 翌年度繰越消費収支差額 1,767,786 1,750,064 17,722

有価証券 152,505 76,104 76,401 合  計 18,694,569 18,610,983 83,586
その他 144,906 128,532 16,374 合  計 18,610,983 18,401,447 209,536

合  計 18,694,569 18,610,983 83,586

収
入
の
中
か
ら
組
み
入
れ
た
基
本
金
の

額
は
45
百
万
円
減
の
2
3
6
百
万
円

で
し
た
。　
　
　

　
帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組
入
額
を
差

し
引
い
た
消
費
収
入
は
、
72
百
万
円
千

円
減
の
2,
4
3
9
百
万
円
で
し
た
。

　
支
出
の
う
ち
、
人
件
費
は
、
役
員
報

酬
の
見
直
し
等
に
よ
り
18
百
万
円
現
の

1,
4
1
6
百
万
円
で
し
た
。
教
育
研
究

経
費
は
、
10
号
館
の
外
壁
補
修
等
に
よ

り
、
28
百
万
円
増
の
7
6
7
百
万
円
で

し
た
。
借
入
金
等
利
息
は
、
幼
稚
園
舎
・

登
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
取
得
の
た
め
の
借
入

金
の
利
息
で
す
。

　
　
資
産
処
分
差
額
は
、
新
1
号
館
建

設
に
伴
う
3
号
館
等
の
解
体
で
発
生
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
支
出
の
合
計
で
あ
る
消
費

支
出
（
企
業
会
計
の
費
用
に
相
当
）は
、

15
百
万
円
減
の
2,
4
2
1
百
万
円
で

し
た
。

　
消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を
差
し
引

い
た
消
費
収
支
差
額
は
、
18
百
万
円
の

収
入
超
過
（
黒
字
）と
な
り
ま
し
た
。

　
帰
属
収
支
差
額
比
率{

（
帰
属
収
入-

消
費
支
出
）／
帰
属
収
入}

は
、
高
い
ほ

ど
経
営
的
に
安
定
し
て
い
る
と
さ
れ
ま

す
が
、
平
成
24
年
度
の
本
学
と
同
規
模

私
大
の
平
均
が
5.
6
%
で
あ
っ
た
の

に
対
し
本
学
の
平
成
25
年
度
の
比
率
は

9.
5
%
と
な
り
、
安
定
し
た
経
営
状

態
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
企
業
会
計
の
損
益
計
算
書
に
相
当

す
る
消
費
収
支
計
算
書
（
別
表
2
）

で
、
平
成
25
年
度
と
平
成
24
年
度
を

比
較
し
て
本
学
の
経
営
状
態
を
説
明

し
ま
す
。

　
収
入
の
う
ち
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
は
、
学
部
学
生
数
の
減
少

に
よ
り
1
1
2,
4
5
0
千
円
減
の

2,
1
5
9
百
万
円
で
し
た
。
寄
付
金

収
入
は
、
父
母
の
会
・
同
窓
会
等
か

ら
の
寄
付
に
よ
り
12
百
万
円
で
し
た
。

補
助
金
収
入
は
、国
や
東
京
都
・
杉
並

区
等
か
ら
の
交
付
金
で
す
が
26
百
万

円
減
の
2
2
2
百
万
円
で
し
た
。
資

産
運
用
収
入
は
、
円
安
に
よ
る
為
替

連
動
利
金
の
増
大
に
よ
り
、
18
百
万

円
増
加
し
て
1
1
5
百
万
円
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
収
入
の
合
計
で
あ
る

帰
属
収
入
（
企
業
会
計
の
収
益
に

相
当
）は
、
1
7
7
百
万
円
減
の

2,
6
7
5
百
万
円
で
し
た
。

　
学
校
法
人
が
教
育
・
研
究
水
準
を

維
持
・
向
上
し
て
い
く
た
め
に
帰
属

決算
の
概要

A
 S

um
m

ary of B
udget

平
成
２５
年
度
決
算
に
つ
い
て
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■平成26年度　資金収支補正予算書（要約）� （単位：千円）

支出の部 収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成26年度 平成25年度 増減 平成26年度 平成25年度 増減

人件費支出 1,437,303 1,383,532 53,771 学生生徒等納付金収入 1,959,460 2,156,902 △ 197,442
教育研究経費支出 524,231 543,085 △ 18,854 手数料収入 35,609 35,763 △ 154
管理経費支出 179,952 176,336 3,616 寄付金収入 4,602 4,602 0
借入金等利息支出 1,333 2,147 △ 814 補助金収入 197,840 248,269 △ 50,429
借入金等返済支出 44,440 64,440 △ 20,000 資産運用収入 98,317 96,551 1,766
施設関係支出 1,537,524 155,571 1,381,953 資産売却収入 24,450 1,220 23,230
設備関係支出 78,496 46,002 32,494 雑収入 142,966 89,683 53,283
資産運用支出 2,240,254 1,118,380 1,121,874 借入金等収入 1,000,000 0 1,000,000
その他の支出 46,508 58,541 △ 12,033 前受金収入 994,710 1,095,240 △ 100,530

［予備費］ 50,000 50,000 0 その他の収入 2,048,411 593,709 1,454,702
資金支出調整勘定 △ 103,000 △ 100,450 △ 2,550 資金収入調整勘定 △ 1,142,455 △ 1,220,995 78,540
次年度繰越支払資金 4,350,648 4,827,239 △ 476,591 前年度繰越支払資金 5,023,779 5,223,879 △ 200,100

支出の部合計 10,387,689 8,324,823 2,062,866 収入の部合計 10,387,689 8,324,823 2,062,866

■平成26年度　消費収支補正予算書（要約）� （単位：千円）

消費支出の部 消費収入の部

科　　目
金　額

科　　目
金　額

平成26年度 平成25年度 増減 平成26年度 平成25年度 増減
人件費 1,451,340 1,372,984 78,356 学生生徒等納付金 1,959,460 2,156,902 △ 197,442
教育研究経費 782,566 804,890 △ 22,324 手数料 35,609 35,763 △ 154
管理経費 214,257 199,531 14,726 寄付金 5,102 5,102 0
借入金等利息 1,333 2,147 △ 814 補助金 197,840 248,269 △ 50,429
資産処分差額 17,156 2,000 15,156 資産運用収入 98,317 96,551 1,766

［予備費］ 30,000 30,000 0 資産売却差額 159,194 610 158,584
消費支出の部合計 2,496,652 2,411,552 85,100 雑収入 142,966 89,683 53,283
当年度消費収支差額 59 △ 60,145 帰属収入合計 2,598,488 2,632,880 △ 34,392
翌年度繰越消費収支差額 1,767,845 1,689,919 基本金組入額 △ 101,777 △ 281,473 179,696

消費収入の部合計 2,496,711 2,351,407 145,304

収
入
の
中
か
ら
組
み
入
れ
た
基
本
金
の

額
は
45
百
万
円
減
の
2
3
6
百
万
円

で
し
た
。　
　
　

　
帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組
入
額
を
差

し
引
い
た
消
費
収
入
は
、
72
百
万
円
千

円
減
の
2,
4
3
9
百
万
円
で
し
た
。

　
支
出
の
う
ち
、
人
件
費
は
、
役
員
報

酬
の
見
直
し
等
に
よ
り
18
百
万
円
現
の

1,
4
1
6
百
万
円
で
し
た
。
教
育
研
究

経
費
は
、
10
号
館
の
外
壁
補
修
等
に
よ

り
、
28
百
万
円
増
の
7
6
7
百
万
円
で

し
た
。
借
入
金
等
利
息
は
、
幼
稚
園
舎
・

登
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
取
得
の
た
め
の
借
入

金
の
利
息
で
す
。

　
　
資
産
処
分
差
額
は
、
新
1
号
館
建

設
に
伴
う
3
号
館
等
の
解
体
で
発
生
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
支
出
の
合
計
で
あ
る
消
費

支
出
（
企
業
会
計
の
費
用
に
相
当
）は
、

15
百
万
円
減
の
2,
4
2
1
百
万
円
で

し
た
。

　
消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を
差
し
引

い
た
消
費
収
支
差
額
は
、
18
百
万
円
の

収
入
超
過
（
黒
字
）と
な
り
ま
し
た
。

　
帰
属
収
支
差
額
比
率{

（
帰
属
収
入-

消
費
支
出
）／
帰
属
収
入}

は
、
高
い
ほ

ど
経
営
的
に
安
定
し
て
い
る
と
さ
れ
ま

す
が
、
平
成
24
年
度
の
本
学
と
同
規
模

私
大
の
平
均
が
5.
6
%
で
あ
っ
た
の

に
対
し
本
学
の
平
成
25
年
度
の
比
率
は

9.
5
%
と
な
り
、
安
定
し
た
経
営
状

態
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

は
、
将
来
に
備
え
た
積
立
金
、
奨
学
金

の
原
資
と
な
る
積
立
金
等
を
計
画
通

り
組
入
れ
ま
す
が
、
過
年
度
取
得
し
た

機
器
備
品
の
除
却
が
多
く
、
昨
年
よ
り

1
億
8
千
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
収
支
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
た
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
そ
の
年
度
の
諸
活
動
に
対
応

す
る
す
べ
て
の
収
入
お
よ
び
支
出
に
よ

る
支
払
資
金
の
収
入
・
支
出
の
て
ん
末

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点
で
、
企
業

会
計
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と

同
じ
目
的
を
も
っ
た
資
金
収
支
予
算
書

に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。

　
資
金
収
入
は
平
成
27
年
度
分
の
納

付
金
の
平
成
26
年
度
中
受
入
額
で
あ

る
前
受
金
収
入
9
億
95
百
万
円
お

よ
び
平
成
25
年
度
か
ら
の
繰
越
支

払
資
金
50
億
24
百
万
円
を
含
ん
で

1
0
3
億
88
百
万
円
と
な
り
ま
す
。
平

成
26
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
収
入

と
支
出
が
生
じ
た
結
果
、
平
成
26
年
度

末
の
平
成
27
年
度
へ
の
繰
越
支
払
資
金

は
43
億
51
百
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

●
平
成
26
年
度
の
主
な
事
業

１.

学
部
教
育
の
充
実

○�

平
成
27
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
る
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
準
備
。

○�

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、ゼ
ミ

Ⅰ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
実
施
。

○
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
予
定
。

○�

成
績
・
出
席
不
良
者
に
対
す
る
指
導
・

助
言
の
徹
底
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
の

活
用
。

○�

起
業
・
事
業
承
継
コ
ー
ス
で
の
特
別
講

座
、
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
、
企
業
実
地
研

修
等
の
継
続
実
施
。

○�

米
国
オ
レ
ゴ
ン
大
学
で
の
I
B
C
S
、

中
国
・
上
海
師
範
大
学
で
の
短
期
研
修

に
学
生
を
派
遣
。

２.

大
学
院
教
育
の
充
実

○
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
。

○�

論
文
指
導
、学
会
参
加
、リ
サ
ー
チ
ペ
ー

パ
ー
等
研
究
発
表
の
機
会
を
補
助
。

３.

図
書
館

○
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
導
入
の
拡
大
。

○�

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
（
電
子
的
手
段
に
よ

る
情
報
の
保
管
・
公
開
）導
入
の
検
討
。

４.

就
職
活
動
支
援

○��

資
格
取
得
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て

14
の
課
外
講
座
を
開
設
。

○�

就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
「
求
人N

avi

」に

よ
る
求
人
情
報
の
検
索
、就
職
行
事
の

確
認
、就
活
状
況
の
把
握
等
。

５.

研
究
活
動

○�

中
国
・
中
央
財
経
大
学
と
の
共
同
研
究

の
継
続
。

６.

施
設
設
備
の
整
備

○�

新
1
号
館
建
設
開
始
。（
平
成
27
年
度

完
成
予
定
）

７.

入
学
志
願
者
の
確
保

　

教
職
員
に
よ
る
高
校
訪
問
の
拡
充
。

高
校
生
向
け
動
画
の
作
成
。

　
平
成
26
年
度
予
算
は
、
学
部
新
入

生
が
予
想
を
下
回
っ
た
こ
と
と
、
債

券
の
早
期
償
還
に
よ
る
売
却
差
額
が

発
生
し
た
た
め
、
補
正
を
行
い
ま
し

た
。
以
下
で
は
、
補
正
後
の
予
算
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
学
校
法
人
の
経
営
状
態
を

把
握
す
る
た
め
に
、
企
業
会
計
で
の

損
益
計
算
書
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
消
費

収
支
予
算
書
を
中
心
に
平
成
25
年
度

予
算
と
比
較
し
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
帰
属
収
入
は
、
学

生
数
減
に
よ
り
納
付
金
や
補
助
金
が

減
少
し
、
一
方
で
過
年
度
評
価
換
え

を
行
っ
た
債
券
の
満
額
償
還
に
よ
る

売
却
差
額
が
発
生
し
、
25
年
度
よ
り

34
百
万
円
程
度
減
少
す
る
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
消
費
支
出

は
、
人
件
費
が
退
職
金
の
増
加
を
見

込
み
、
経
費
は
節
減
に
努
め
、
新
１

号
館
建
設
に
伴
う
資
産
処
分
が
発
生

し
、
結
果
的
に
85
百
万
円
の
増
と
な

る
見
込
み
で
す
。
基
本
金
組
入
れ
額

予算
の
概要

O
verview

 of budget

平
成
26
年
度
予
算
に
つ
い
て
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【 News & Information 】

　
1
部
リ
ー
グ
最
終
戦
の
対
杏
林
大
学
2

戦
目
。
高
千
穂
大
学
は
4
対
3
で
見
事
勝
利

し
、
リ
ー
グ
5
位
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
東
京
新
大
学
野
球
連
盟
1
部
残
留
を
決

め
ま
し
た
。
1
部
残
留
は
平
成
21
年
春
季

リ
ー
グ
終
了
時
以
来
と
な
り
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
秋

季
リ
ー
グ
も
引
き
続
き
、
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
父
母
の
会
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
栃
木
県
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
に
よ
る
郷
土
企
画
が

実
施
さ
れ
、ね
ぎ
み
そ
煎
餅
、び
わ
ゼ
リ
ー
、

と
ち
お
と
め
を
使
っ
た
い
ち
ご
ミ
ル
ク
、
か

す
た
ど
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

父
母
の
会
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
経
営
学
部
企
業
経
営
コ
ー
ス
3
年
の
山
本

太
一
さ
ん
（
神
奈
川
県
立
川
崎
北
高
等
学
校

出
身
、
小
林
ゼ
ミ
）が
、
ク
ラ
ブ
軟
式
野
球
日

本
代
表
（SW

B
C
JA
PA
N

）の
メ
ン
バ
ー

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
山
本
さ
ん
は
3
月
22
日

の
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
に
挑
戦
し
、
見
事
日
本
代

表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
投
手
、

右
投
げ
右
打
ち
。
所
属
はSnugs

。
ク
ラ
ブ

軟
式
野
球
日
本
代
表
に
つ
い
て
は
、http://

w
w
w
.baseball.gr.jp/sw

bc/

ま
で
。

　
哲
学
研
究
会
パ
イ
デ
イ
ア
（
齋
藤
教

授
、
松
丸
啓
子
教
授
、
染
谷
准
教
授
、
木
村

准
教
授
）に
よ
る
哲
学
カ
フ
ェ
が
5
月
30

日
、
6
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１

回
目
の
テ
ー
マ
は
「
幸
せ
っ
て
何
？
」、
2

回
目
の
テ
ー
マ
は
「
大
人
と
は
な
に
か
？
」

に
つ
い
て
参
加
者
同
士
が
自
由
に
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
哲
学
カ

フ
ェ
を
開
催
予
定
。
詳
し
く
は
、http://

p
aid
eiata

k
ach

ih
op
h
ilosop

h
y.

w
ordpress.com

/

ま
で
。

　
第
45
回
体
育
祭
は
登
戸
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
し
ま
し
た
。
体
育
祭
に
初
参
加
の

学
生
た
ち
は
初
め
て
見
る
ロ
ー
ハ
イ
ド
に

興
味
津
々
で
、
ト
ラ
ッ
ク
を
囲
む
よ
う
に
応

援
し
、
勝
負
の
行
方
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

総
合
結
果
は
1
位
和
弓
部
、
2
位
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
愛
好
会
、
3
位
排
球
部
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
‼
（
文

章
：
坪
谷
）

　
小
向
ゼ
ミ
は
公
益
社
団
法
人
・
落
語
芸
術

協
会
よ
り
、
企
画
室
プ
ロ
デ
ュｰ

サｰ

の
高
橋

巌
氏
、
落
語
家
の
春
風
亭
昇
々
さ
ん
を
お
招

き
し
、
高
橋
氏
に
は
「
寄
席
の
楽
屋
風
景
」

と
題
し
ま
し
た
レ
ク
チ
ャ
ー
、
昇
々
さ
ん
に

高千穂の今が分かる

硬
式
野
球
部

1
部
残
留
決
定

父
母
の
会
の

郷
土
企
画
を
開
催

ク
ラ
ブ
軟
式
野
球
日
本
代
表
に

選
ば
れ
ま
し
た

哲
学
カ
フ
ェ
を
開
催

人
間
科
学
部
の
小
向
ゼ
ミ
が

落
語
家
の
春
風
亭
昇
々
を

講
師
と
し
て
招
聘

5月18日
5月22日、6月

6日、12日、20日

5月30日、6月
27日

5月29日

体
育
祭
を
開
催

5月31日

6月4日

1部リーグ残留を決めた硬式野球部

郷土企画の様子日本代表に選ばれた山本さん（手前）

哲学カフェの様子

　  182014/7  Vol.48

体育祭終了後の集合写真（写真選定：町田）
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は
「
初
天
神
」（
ア
レ
ン
ジ
ド
）を
披
露
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　
丸
善
株
式
会
社
の
ご
意
向
に
よ
り
、ル
カ
・

パ
チ
オ
リ
著
「
算
術
、幾
何
、比
及
び
比
例
全

書
」（
一
般
的
に
、
ス
ム
マ
ま
た
は
ズ
ム
マ
と

い
わ
れ
て
い
る
）の
再
版(

1
5
2
3
年)

が

図
書
館
で
限
定
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
初
版
は

1
4
9
4
年
ヴ
ェ
ニ
ス
で
出
さ
れ
、
世
界
最

初
の
活
字
に
よ
る
複
式
簿
記
書
と
し
て
有
名

で
す
。
出
版
後
、
世
界
各
地
の
簿
記
教
育
や

実
践
面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
長
谷
川
ゼ
ミ
が
他
大
学
と
合
同
で
行
っ

て
い
る
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
供
を
支
援

す
る
学
生
交
流
会
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
女
子
美
術
大
学
、
立
教
女
学

院
短
期
大
学
、
東
京
女
子
大
学
の
学
生
が
本

学
を
訪
れ
、
発
表
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
長
谷
川
ゼ
ミ
で
は
手
作
り
の
教
材
な
ど

を
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
送
り
、
子
ど
も
た
ち

を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

［クォータリー	高千穂］	

●編集長 浅見 雅郁
●委　員 坂田 利康

西原 正人

●編集・印刷 orange corporation

ク
ォ
ー
タ
リ
ー
48
号
（
夏
号
）

は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

か
？
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
前
号

は
、
沢
山
の
方
か
ら
「
読
み
や
す
く
な
っ
た
」、

「
私
も
取
材
し
て
も
ら
い
た
い
」、「
表
紙
に
出

た
い
」な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
か
ら
の
感
想
や
ご
意
見
を
随
時

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
夏
休
み
直
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
夏
何
か
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
在
学
生

を
特
集
し
ま
し
た
。
部
活
・
サ
ー
ク
ル
、
学
友

会
そ
し
て
個
人
を
含
め
て
、
明
確
な
目
標
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
は

重
要
で
す
が
、
や
は
り
在
学
生
に
は
、
結
果

に
も
こ
だ
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
に
出
る
と
、
常
に
結
果
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
結
果
を
達
成
で
き
る
人
、で
き
な
い
人
で

は
大
き
く
評
価
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
大

学
時
代
か
ら
小
さ
な
目
標
で
も
い
い
か
ら

結
果
に
こ
だ
わ
り
、
粘
り
続
け
る
経
験
を
今

の
う
ち
か
ら
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

必
ず
社
会
に
出
た
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

　
最
後
に
、
広
報
課
で
は
広
報
課
学
生
ス

タ
ッ
フ
（
町
田
健
吾
さ
ん
・
坪
谷
理
沙
さ
ん
）

を
採
用
し
、
在
学
生
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
や
広
報
活
動
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
第
1
弾
と
し
て
、
体
育
祭
の

ニ
ュ
ー
ス
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍

に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

編集
後記

S
u
m
m
a
が

限
定
公
開
さ
れ
ま
し
た

人
間
科
学
部
の
長
谷
川
ゼ
ミ
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
会
を
実
施

6月4日

6月6日

Vol.48  2014/7  Summer 

表紙の人

【 News & Information 】

本を閲覧している染谷、倉茂、松丸（啓）先生（右より）

4大学合同の集合写真

学校寄席をして頂いた春風亭昇々さん

クォータリー高千穂設置場所：1号館（1階）、
図書館（1階）、4号館（1階）、情報メディア
センター、ＣＳ（1,2,3,4階）、10号館（1階）

2014/7  Vol.4819

新1号館 建設レポート

現在は杭頭処理が終わり、
基礎工事に取りかかって
います。そのため一部
に1階の床が現れ、建物
の形が判るようになりま
した。また、クレーンが
2基据えられ、8月からは
外足場と1階壁の着手を
皮切りに、約1ヶ月強毎
に4階まで建ち上がって
いく予定です。

2014年6月撮影

（写真左）
経営学部　企業経営コース　4年　
千葉県私立千葉経済大学附属高等学校出身
新津ゼミ　　

杉山	茜音

（写真右）
経営学部　企業経営コース　2年　
青森県立弘前実業高等学校出身
高千穂祭実行委員会　小林ゼミ　　

大藪	雄輔

（写真中左）
経営学部　企業経営コース　3年　
茨城県立波崎柳川高等学校出身
高千穂祭実行委員会　小林ゼミ　　

宮本	翔太
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9号館

4号館

守衛所

5号館

2号館

新1号館（仮）建設中

8号館

弓道場

7号館
1号館

10号館

学風の碑

幼稚園舎

勧学の碑

セントラルスクエア

武道場
（杉並区指定有形文化財）

西門

正門

井の頭線
（5分）

京王線
（8分）

井の頭線（10分）

のりかえ

井の頭線（13分）

徒歩
（7分）

高
千
穂
大
学

西永福 明大前

吉祥寺

新宿

渋谷

●中央線

●山手線　●埼京線
●中央線　●総武線
●地下鉄丸ノ内線

●山手線
●東急田園都市線
●東横線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線

■山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで13分   （新宿駅からの場合は、明大前のりかえ）
■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで 10分
■西永福駅から本学まで徒歩 7分

MAPACCESS

発行責任者：浅見雅郁 発行：高千穂大学
〒168-8508 東京都杉並区大宮2-19-1 

TEL 03-3313-0276  MAIL koho@takachiho.ac.jp 
発行日：平成26年7月10日 無断転載・複製不可

高 千 穂 大 学 広 報 誌

高 千 穂 大 学 広 報 誌

T A K A C H I H O  U N I V E R S I T Y

本学は、平成5年（1993）に大学基準協会の正会員となり、平成
15年（2003）に相互評価を受け適合、さらに平成22年（2010）
に全大学に対し義務付けられている認証評価を受審いたしました。
その結果、本学は、理念・目的の実現に向けた改善・改革の努力を
実践し、大学としてふさわしい教育・研究の要件を備えている大学
として、同協会の大学基準に適合していることを認定されました。

［クォータリー 高千穂］

この夏、
一歩
踏みだそう！

太陽の光を浴びて

あなたが一番輝く季節
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